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ボランティア活動の申込・ご質問なら

「ボランティアセンターごとう」
（五島市社会福祉協議会内）

電話：74-5511 FAX：74-5666 （担当：片町）

Ｅ-mail : svc@goto-shakyo.or.jp

ボランティア活動中の様々な事故によるケガや

賠償責任を補償します。

詳しくは・・・ふくしの保険

（http://www.fukushihoken.co.jp）

長崎県内社会福祉協議会

イメージキャラクター「いこいちゃん」

ボランティアは、無理をせず、
出来ることから、出来る範囲
で行うことが基本です。

ボランティアセンター

ごとう登録者数

・個人：３４名

・団体：３９団体（６８５名）

合計：７１９名

（平成２９年８月２５日現在）

こんにちは！ボランティアセンターごとうです。

７月２２日（土）の「ボランティアセンターごとう研修

会」におきましては、多数のご参加ありがとうござ

いました。今号では、その研修会の模様を掲載さ

せていただいております。

まだまだ暑い日が続きます。活動する際は水分・

塩分補給を忘れずに、熱中症等には十分お気を

つけください。

７月２２日（土）に五島市総合福祉保健センター４階ホールにおいて、「平成２９年度ボランティアセンター

ごとう研修会」を開催しました。当日は参加者・スタッフ６６名がボランティア事例発表を聞いたり・グループ

ワーク「災害クロスロード体験」で、五島市内で行われているボランティア活動についての情報を共有し、お

互いの交流を深めました。
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「災害クロスロード体験」では、地域・グループ・年齢

等関係なくグループに分かれて、様々な状況を想定した

問題に対して、それぞれの考えに基づいた意見が活発に

交わされていました。アンケートでも「楽しかった」

「よかった」との回答を多数いただいています。

アンケートでは、研修会全体で「よかった」「とてもよかった」という

回答を５０件いただきました。

今後の研修会テーマの希望としては、「熱中症予防」「ボランティ

アの在り方」「災害への備えや避難時の食事・生活について」など

が挙げられていました。

また、センター運営やこの「ボラモン」発行についてもご意見をい

ただきましたので、ボランティアセンターごとうの活動に活かしてい

きたいと思います。参加者の皆様、ご参加ありがとうございました。

そしてお疲れ様でした。


